
　

―
―
二
〇
一
四
年
の
総
括
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

河
上　

日
本
経
済
の
ゆ
る
や
か
な
回

復
が
続
く
中
、
東
海
地
方
は
円
安
に
よ

り
輸
出
企
業
の
手
取
り
収
益
が
伸
び
て

お
り
、
全
国
と
比
較
し
や
や
強
い
動
き

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

貿
易
で
は
、
二
〇
一
四
年
に
全
国
で

八
六
兆
円
弱
の
輸
入
が
あ
り
、
輸
出
は

輸
入
の
伸
び
を
や
や
下
回
る
七
三
兆
円

強
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
名
古
屋

税
関
は
日
本
の
輸
出
額
の
四
分
の
一

弱
、
一
七
・
八
兆
円
を
担
っ
て
い
ま
す
。

輸
入
は
一
〇
・
九
兆
円
で
、
過
去
数
年

全
国
的
に
輸
入
超
過
が
続
く
中
、
全
国

税
関
の
中
で
最
大
で
あ
る
約
七
兆
円
の

貿
易
黒
字
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
港
別
貿
易
額
順
位
を
見
る
と
、

輸
出
額
で
は
一
位
の
名
古
屋
港
に
続

き
、
三
河
港
が
八
位
、
清
水
港
が
一
〇

位
に
入
っ
て
お
り
、
四
日
市
港
、
中
部

空
港
を
含
め
二
〇
位
以
内
に
五
つ
の
港

が
入
っ
て
い
ま
す
。
輸
入
額
で
は
名
古

屋
港
だ
け
で
六
兆
円
弱
、
二
〇
位
以
内

に
管
内
四
つ
の
港
が
入
っ
て
い
ま
す
。

東
海
地
域
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
大

き
な
港
が
複
数
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

自
動
車
は
全
国
の
約
半
分
、
自
動
車

部
品
は
約
六
割
、航
空
機
類
は
約
七
割
、

金
属
加
工
機
械
は
約
四
割
が
名
古
屋
税

関
管
内
か
ら
輸
出
さ
れ
て
お
り
引
き
続

き
、
も
の
づ
く
り
の
基
幹
産
業
の
輸
出

基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―
輸
出
入
か
ら
見
た
景
気
動
向

は
。
ま
た
、
今
後
の
リ
ス
ク
要
因
は
。

　

河
上　

完
成
自
動
車
は
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
前
が
輸
出
の
ピ
ー
ク
で
、
円
高

局
面
時
に
国
内
工
場
の
海
外
移
転
が
進

ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
最
近
の
円
安
に
も

拘
わ
ら
ず
〇
七
年
を
一
〇
〇
と
す
る

と
、
現
在
そ
の
七
割
未
満
で
す
。
自
動

車
部
品
は
約
一
割
増
の
二
兆
円
強
、
航

空
機
類
は
二
倍
強
の
四
〇
〇
〇
億
円
弱

に
増
え
て
い
ま
す
が
、
自
動
車
の
落
ち

込
み
カ
バ
ー
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

輸
入
は
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
全
国
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
四
年
下
期
は

原
油
安
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
今
年

以
降
、
こ
の
傾
向
と
と
も
に
円
安
が
進

ま
な
け
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
額
は
減

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

内
閣
府
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
原
油

価
格
が
五
〇
％
下
落
す
る
と
年
間
五
・

六
兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
二
％
の
プ
ラ

ス
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
他
方
で

原
油
価
格
が
急
落
す
る
と
一
部
の
産
油

国
の
デ
フ
ォ
ル
ト
か
ら
国
際
金
融
市
場

の
大
混
乱
を
招
く
こ
と
も
あ
り
得
る
た

め
、
注
視
が
必
要
で
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
新
政
権
が
債
務
の
リ
ス

ケ
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

〇
九
年
来
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
経
験
か
ら

大
混
乱
は
避
け
ら
れ
る
よ
う
対
策
は
打

た
れ
て
い
る
筈
で
す
が
注
意
は
必
要
で

す
。

　

さ
ら
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
テ
ロ
拡
大
は
日

本
人
に
と
っ
て
も
脅
威
で
あ
り
、
世
界

経
済
全
体
に
と
っ
て
リ
ス
ク
回
避
的
な

行
動
に
よ
る
経
済
萎
縮
も
リ
ス
ク
要
因

か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
円
安
状
況
は
輸
入
企
業
に
と

っ
て
相
当
な
負
担
増
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
に
は
穀
物
、
食
品
関
係

の
企
業
も
多
数
あ
る
た
め
、
円
安
が
進

み
す
ぎ
る
の
も
善
し
悪
し
で
す
ね
。

　

―
―
こ
の
地
方
の
輸
出
入
の
特
色

は
。

　

河
上　

自
動
車
、
航
空
機
関
連
の
輸

出
が
全
国
一
と
い
う
特
徴
は
先
述
の
通

り
で
す
。

　

他
方
、
三
河
港
は
輸
入
車
の
取
扱
い

に
お
い
て
金
額
、
台
数
と
も
に
二
二
年

連
続
一
位
で
す
。
ま
た
、
名
古
屋
港
を

は
じ
め
と
す
る
伊
勢
湾
地
域
は
穀
物
の

大
き
な
輸
入
基
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
機
能
を

強
化
す
る
構
想
も
あ
り
ま

す
。

　

―
―
不
正
薬
物
等
の
密

輸
対
策
に
つ
い
て
。

　

河
上　

年
明
け
以
降
、

イ
ス
ラ
ム
・
テ
ロ
組
織
に

対
す
る
国
際
的
な
対
策
が

焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
関
連
で
銃
器
や

爆
発
物
の
流
入
を
水
際
で

防
ぐ
の
が
税
関
の
大
き
な

使
命
で
す
。

　

不
正
薬
物
等
の
摘
発
に

関
し
て
は
、
麻
薬
探
知
犬

が
空
港
の
手
荷
物
や
乗

客
、
郵
便
物
な
ど
の
検
査

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
他
に
Ｘ
線
な
ど

科
学
的
方
法
で
の
検
査
や
異
物
探
知
な

ど
、
色
々
な
方
法
で
水
際
の
取
締
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
夏
か
ら
呼
称
を
変
え
た
「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
」
は
、
規
制
薬
物
・
指
定
薬
物

の
構
造
を
わ
ず
か
に
変
え
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
厚
生
労
働
省
も

新
し
い
薬
物
を
次
々
指
定
し
て
い
ま

す
。
昨
年
四
月
に
は
数
十
種
類
だ
っ
た

も
の
が
、
本
年
一
月
現
在
で
一
四
〇
〇

を
超
え
ま
し
た
。
財
務
省
関
税
局
・
税

関
と
し
て
は
今
通
常
国
会
に
お
け
る
関

税
法
改
正
を
お
願
い
し
て
お
り
、
指
定

薬
物
を
輸
入
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
と

し
て
没
収
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
針
で

す
。

　

税
関
は
他
に
知
的
財
産
侵
害
物
品
な

ど
も
取
締
対
象
と
し
て
お
り
、
特
許
・

商
標
権
者
等
の
権
利
保
護
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　

―
―
名
古
屋
税
関
と
し
て
今
後
の
抱

負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

河
上　

税
関
の
一
番
重
要
な
課
題
は

不
正
薬
物
や
銃
器
、
爆
発
物
な
ど
を
取

り
締
ま
り
、
国
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
な
社
会
を
守
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

税
関
は
適
正
か
つ
公
平
に
関
税
等
を

徴
収
す
る
の
が
第
二
の
使
命
で
あ
り
、

一
三
年
度
で
は
関
税
や
消
費
税
な
ど

六
・
五
兆
円
、
国
税
収
入
の
約
一
三
％

弱
を
徴
収
し
て
お
り
、
歳
入
機
関
と
し

て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動
が
活

発
化
す
る
中
、
通
関
手
続
き
を
な
る
べ

く
迅
速
化
し
て
い
ま
す
。
貿
易
円
滑
化

の
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
優
れ
て
い
る
事
業
者
の
通

関
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
認
定
事
業
者

（
Ａ
Ｅ
Ｏ
）
制
度
、
通
関
書
類
の
電
子

化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経

済
連
携
協
定
）
な
ど
の
利
用
を
更
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
に
関
し
て
も
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
中
部
運
輸
局
な
ど
に
よ
り
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。我
々
も
水
際
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
の
移
動
の
円
滑
化
な
ど
で
協
力
す

べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
名
古
屋
に
来
て
半
年
、

周
辺
地
域
の
経
済
や
観
光
の
宣
伝
も
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
体
験
し
な

け
れ
ば
他
人
に
話
し
た
り
勧
め
た
り
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
昨
秋
以
降
は
、
東
海

道
沿
線
の
愛
知
・
静
岡
は
も
と
よ
り
、

三
重
、
岐
阜
、
長
野
の
多
数
の
企
業
・

工
場
や
観
光
施
設
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
税
関
　
河
上  

洋
右
税
関
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

水
際
に
お
け
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
を

適
正
か
つ
円
滑
に
行
う
の
が
使
命

　
名
古
屋
港
、
中
部
国
際
空
港
な
ど
に
お
い
て
水
際
で
の
社
会
悪
物
品
等
の
持

込
み
を
防
ぎ
、
関
税
等
の
適
正
な
課
税
徴
収
を
行
う
名
古
屋
税
関
。
同
税
関
は

そ
の
役
割
上
、
貿
易
面
か
ら
み
る
景
気
動
向
を
最
も
よ
く
知
る
機
関
の
一
つ
と

言
え
る
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
海
と
空
の
玄
関
口
を
管
轄
す
る
河
上

洋
右
名
古
屋
税
関
長
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
／
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
代
表
取
締
役
塚
本
隆
）
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